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片 品 川 流 域

情報マップ

利根川水系砂防事務所  本紙の内容に関する問い合わせは下記までお願いします。

利根川水系砂防事務所 工務課 TEL. 0279-22-4995　 片品出張所 TEL. 0278-58-2061

昭和22 年カスリーン台風による沼尾川の被害（群馬県旧赤城村深山）

砂防工事の安全対策のために過去の土砂災害や地形・地質、気象

などの情報提供と土砂災害危険箇所をマップ化したものです。

0279-23-4791

〒384-2104 長野県佐久市甲1399番地

佐久市役所浅科支所3階

TEL.0267-58-1080  FAX.0267-58-1082

浅間山出張所



流 域 の な り た ち

片品川流域のなりたち 片品川流域概要表
 片品川は群馬・栃木・福島の３県境の黒岩山に源を発し、

流域面積673.1km 2、幹線流路延長60.8km、平均河床勾配

1/37の利根川の左支川です。片品川流域は、群馬県の北東

部に位置し、片品川とその支渓や武尊山・赤城山などの

山々が織りなす豊かな自然を有し、尾瀬や奥日光への入

口にあたるため、多くの観光客が訪れています。片品川流

域の直轄事業区域としては、片品村と沼田市（旧利根村）

が含まれています。

水系名 地　層 林　相 水 源 摘 要河川名
（第1次支川）

幹川名
（第2次支川）

渓流名
（第3次支川）

流域
面積

（km 2）

流路
延長
（km）

平均
河床
勾配

利根川 片品川 中岐沢  26.31 9.6 1/9.8   黒岩山

  一ノ瀬川  11.15 6.0 1/8.1   皿伏山

  笠科川  47.09 12.1 1/10.5   笠ヶ岳

   硫黄沢 15.70 7.0 1/8.3   富士見峠

  車沢  13.24 9.8 1/7.7   四郎岳 

  小川 仁加又沢 19.79 10.4 1/7.3   錫ヶ岳

   香沢 10.03 6.8 1/5.2   笠ヶ岳

  不動沢  0.00 4.2 1/5.7   －

  大立沢川  11.04 8.3 1/6.3   三ヶ峰

  塗川 東俣沢 11.02 8.1 1/11.1    － 

   西俣沢 8.20 6.7 1/6   武尊山

   綱沢川 12.29 6.1 1/7.5   － 

  泙川  75.72 19.6 1/11.3   錫ヶ岳 

  栗原川  50.65 16.7 1/10.8   皇海山 

  根利川 新地川 21.45 9.3 1/8.8   袈裟丸山

   小松房川 4.93 5.0 1/7.4   －

   倉見沢川 22.80 11.1 1/9.7   袈裟丸山

   二又川 3.90 5.2 1/9.5   －

   照尾川 1.12 2.2 1/5.5   －

   子捨沢 6.91 5.6 1/9.7   －

   冷沢 3.30 6.1 1/8   － 

   高泉川 5.68 6.5 1/7   小黒檜山

   赤城沢 5.32 5.7 1/5.5   小黒檜山

   高沢川 5.48 5.0 1/6.3   － 

  赤城川   18.00 9.9 1/7.4   黒檜山

鬼怒川流紋岩類

および相当層

安山岩質降下火山

灰及びスコリア、

凝灰角礫岩、火砕

流堆積物、火砕丘

水無川変成岩類

安山岩質降下火山

灰及びスコリア、

凝灰角礫岩、火砕

流堆積物、火砕丘

安山岩溶岩

流紋岩類

流紋岩類

安山岩溶岩

低位段丘堆積物

安山岩溶岩

安山岩溶岩

安山岩溶岩

流紋岩類

流紋岩類

安山岩質降下火山

灰及びスコリア、

凝灰角礫岩、火砕

流堆積物、火砕丘

流紋岩類

流紋岩類

火山麓扇状地堆積物

三浦層群最上部

および相当層

三浦層群最上部

および相当層

火山麓扇状地堆積物

火山麓扇状地堆積物

火山麓扇状地堆積物

岩室層、鳥の巣層

群および相当層 

安山岩溶岩

シラビソ、オオシラ

ビソ、ブナ、ミズナラ

シラビソ、オオシラ

ビソ、ブナ、ミズナラ

シラビソ、オオシラ

ビソ、ブナ、ミズナラ

シラビソ、オオシラ

ビソ、ブナ、ミズナラ

シラビソ、オオシラ

ビソ、ブナ、ミズナ

ラ、カラマツ

シラビソ、オオシラ

ビソ、カラマツ

シラビソ、オオシラ

ビソ、カラマツ

ブナ、ミズナラ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

ブナ、ミズナラ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

カラマツ

ブナ、ミズナラ

ブナ、ミズナラ

カラマツ

カラマツ

カラマツ

ブナ、ミズナラ

ブナ、ミズナラ、カラ

マツ

※流域面積は管内図及び土砂表より、地層は関東地方土木地質図解説書より、流路延長・平均河床勾配は管内図1/50,000より算出
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活火山

その他の火山
前橋市
（旧富士見村）

片 品 川 流 域 の 火 山 ・ 地 形

●上流部……山頂には開析が及んでおらず比較的若い地形。

●中流部……急峻な壮年期地形で山頂まで開析が進んでいる。

●下流部……火山斜面を開析した若い地形。

日光白根山

武尊山（武尊牧場）
［写真：ビジュアルぐんま］

赤城山

群馬県の地形 片品川流域の地形の特徴
　群馬県は、県土の約80％を山地丘陵地が占めており、そこを流下

していく利根川本支川に沿って河岸段丘や沖積地が形成され、人々

の生活の場となっています。

　一方、山地は非火山性山地と火山性山地から成り立っています。

非火山性山地は、南西部の関東山地、北西部の三国・帝釈山地、東部

の足尾山地などです。火山性山地は、群馬県の地形を特徴付ける重

要な要素であり、第四紀に属する比較的新しい赤城、榛名をはじめ、

武尊、子持、小野子、草津白根、浅間、鼻曲など多数の火山が、県中央

部をほぼ北東から西南に横切って帯状に並んでいます。これらの山

地の前山として岩井田、岩野田、丹生、小幡などの丘陵地が分布し、

背後には日本海側と太平洋側とを分ける脊稜山脈がそそり立って

います。標高にして100～2,500mと大きい比高を示すこれらの山地

は、群馬県の自然景観の美しさを構成し、特に成層火山はその景観

的な秀麗さをもって、群馬県を代表しています。
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片 品 川 流 域 の 地 質

　片品川の流域一帯は、中生代末に活動したと考え

られる酸性深成岩類及び超塩基性岩類を基盤とし、

その上部を第三紀末に噴出した流紋岩が広く分布し、

さらにその上部を燧ケ岳・日光白根山・武尊山等の

火山噴出物で覆われています。流紋岩は局所的に熱

水変質が見られ、多くは軟弱岩となっています。ま

た砕屑岩を挟み、このような地域では、規模の大き

い崩壊地が見られます。

（出典：群馬の砂防）

小広河原より白根山（H15.10.17）

■群馬県の地質

■片品川流域の地質

日光白根山

群馬県の地質 片品川流域の地質

▲

赤城山▲
草津白根山

▲

浅間山
▲

榛名山
▲

　利根川流域のなかでも群馬県の地質構造は複雑で、三

波川結晶片岩や山中地溝帯など、日本列島の地質構造を

代表する岩石や地質構造が分布しています。

　南北に走る構造帯は東から足尾帯、片品構造帯、上越

変成帯があり、これらを東西に切るように走るのが三波

川帯、秩父帯です。群馬県では、これら古生層以降の地質

が最も古く、群馬県の背骨を形成しています。こうした

背骨の地質は、本州地向斜とその後の本州造山運動の過

程で形成されました。

　赤城、榛名、子持、小野子や、浅間、草津白根、武尊など

の諸火山は、いずれも第四紀に入ってから陸上で噴火を

始め、洪積世の末頃にはほとんど完成していたとみられ

ています。各火山の噴出物はそれ以前の地層・岩石を広

く覆って、それぞれの火山層を形成しました。



片 品 川 流 域 の 気 象

■年間平均気温分布図（平年値：1979～2000年）

■前橋の各種気象要素の年変化（年平均）

■年間総降水量分布図（平年値：1979～2000年）

■年降水量の推移

■片品　月別平均降水量（1979～2000年）

■沼田　月別平均降水量（1979～2000年）

■片品　月別合計降水量（平成17年）

■沼田　月別合計降水量（平成17年）

■月別気温・降水量（平成17年）

※資料：前橋地方気象台

※気象庁　沼田観測所

※資料：気象庁

群馬県の気象概況 片品川流域の気温と降水量

流域内各地点の降水量データ
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　群馬県は、新潟県、福島県、栃木県、埼玉県、長野県の５

県に囲まれた、海を持たない内陸県であり、気候は太平洋

沿岸気候となっています。しかし、県内は山と谷と平野部

が混在し、北部では標高2,000mを越える山々から、関東平

野に連なる平野部では標高10m程度と高低の変化が大き

く、山岳気候、平地気候が混在しています。その標高によ

る違いから、厳冬期の北部では氷点下10℃以下まで下降

する一方、盛夏期の南東部の平野部では40℃近くまで気

温が上昇するなど、地域的な気候の変化が大きくなって

います。

　群馬県の年間平均気温をみてみると、地形に大きく影

響され複雑に分布していることが分かります。南東部の

平野部では13℃以上あり館林の14.6℃が最も高くなっ

ていますが、西部から北部にかけての山沿いでは10℃以

下であり、県西部の高冷地である嬬恋村田代では7.1℃と

なっています。

　群馬県の年間総降水量は南海上から暖湿流の影響を受

けやすい榛名山、赤城山で1,600mmから2,000mmと多く、

冬期間降雪が多い北部山岳地域で1,800mm以上となって

いますが、沼田、片品では比較的少なくなっています。



群 馬 県 の 自 然 災 害 年 表

昭和10年災害　碓氷郡里見村（現：群馬県高崎市）

出典

平成13 2001 台風15号 9月9日～11日 県全域 台風の影響で､県内は激しい風雨に見舞われ、各地で被害が相次いだ。上

信越自動車道では点検作業中の作業員が土砂崩れに巻き込まれ、2名が死

亡し、3名が負傷した。死者3名、行方不明者1名、負傷者3名、床上浸水11

戸、床下浸水111戸、農業被害123ha。

吾妻川 嬬恋村では、万座川に男性が流され行方不明。また、万座温泉へ通じる道

路が不通となり、観光客ら780人余りが足止めされた。

深山須田付近の状況（現：群馬県渋川市）

地すべりによる国道462号通行止めの状況（現：群馬県藤岡市譲原）



片 品 川 流 域 で 起 き た 主 な 災 害

昭和22年（1947） カスリーン台風

●被害状況

大雨による工事現場での被災事例
　平成18年12月26日～27日、群馬県沼田市利根町大字根利地先で行われていた「新地川
第一・第二床固工工事」の現場において、総雨量約80mmの悪天候による河川増水で設計流 
量以上の水量により土砂が流出仮締切が決壊し、掘削床付面へ土砂、泥水が流入した。この結果、
第一・第二床固工ともに水深約4.0ｍまで溜まった。なお、仮締切の決壊時は夜中であったため、
幸い被災者はいなかった。

増水前 増水後 水位減少後

自然災害
MEMO
自然災害
MEMO

　昭和22年（1947年）9月、トラック島付近に発生したカスリー

ン台風は、紀伊半島の南海上を北上し、9月15日に北緯32度を超

えてから北東に進路を変え、同日夜房総半島南端をかすめて16

日には三陸沖へ進みました。台風は上陸せず、日本に接近したと

きは衰弱していたため強風による被害は少なかったです。しか

し、日本付近に停滞していた前線が台風に刺激され、14日から15

日にかけて豪雨をもたらし、関東から東北にかけての諸河川が

氾濫して各地で洪水となりました。

　関東南部では利根川と荒川の堤防が決壊し、埼玉県東部から

東京で多くの家屋が浸水しました。群馬県、栃木県では土石流や

河川の氾濫が多発し、両県で1,100名以上の死者・行方不明者が

出ました。東北地方では北上川が氾濫して岩手県一関市などで

大きな被害が発生しました。

　9月9日以来連日の降雨に見舞われていた利根川上流域では、

この台風の影響による降雨により大洪水が発生しました。赤城

山を中心に5,500か所に及ぶ山地崩壊と、放射状に走るほとんど

すべての渓谷で土石流が発生したため、群馬県下の犠牲者は死

者592名、行方不明者107名、負傷者1,231名を数えました。

　利根川をはじめ、各河川では、至る所で堤防の決壊、崩壊など

が発生し、破堤箇所は40か所を超え、冠水面積も2,800km2に達

しました。特に利根川は、埼玉県北埼玉郡東村（現大利根町）にお

いて、延長400mにわたって決壊し、埼玉県の耕地を荒廃させ、東

京都の市街地に浸入しました。これにより、耕地の冠水面積は

60,000町歩に達し､千葉県、茨城県への交通連絡は10数日にわ

たって途絶しました。

　利根川上流の山間部では、赤城山での日雨量440mmをはじめ

として豪雨に見舞われ、大災害となりました。赤城山系に水源を

持つ利根川、沼尾川、天竜川、赤城白川、粕川などは、至る所で土

石流が発生しました。また、片品川流域においても赤城川、根利

川、泙川、栗原川が甚大な被害を受けました。

旧赤城村沼尾橋周辺

旧赤城村佛念付近 旧赤城村深山地区

■カスリーン台風での被害状況
■カスリーン台風時の最大洪水流量

■昭和22年カスリーン台風の進路及び雨量分布

死者 592名

負傷者 1,231名

行方不明者 107名

家屋全壊 1,936戸

家屋半壊 1,948戸

床上浸水 31,247戸

床下浸水 39,808戸

水田流失 5,063ha

田畑冠水 24,403ha

橋梁流失 336基

鉄道被害 178か所

 （群馬県下）

 烏川（岩鼻） 15日18時05分 6,710 3,800

利根川 渡良瀬川（早川田） 15日20時45分 3,820 2,800

 本川（川俣） 15日22時 14,390 10,000

荒川 （岩渕） 16日5時15分 7,020 4,170

那珂川 （千代田橋） 16日5時 7,000 4,500 推定値

 （青柳） 16日1時 7,600 5,600 推定値

富士川 （清水端） 15日16時 4,500 3,200 推定値

　　　　記録地点 記録日時 最大洪水流量 計画高水流量 備　考
  （m3／s） （m3／s）

※資料：「群馬県気象災害史」

※資料：
   「群馬県気象災害史
　（カスリーン台風調査報告）より」

参考文献：「利根川の直轄砂防50年のあゆみ」、「群馬の砂防」、「上毛新聞」、「気象庁資料」



　台風第15号は９月４日に南鳥島の南海上で発生し、威

力を強めながら北上を開始し、９日、勢力は弱まったもの

の本州の南海上で北東に進路を変更し、11日9時半頃には

神奈川県鎌倉市付近に上陸しました。その後、次第に弱ま

りながら台風は、東京都から茨城県北部を通って海上に

抜け、12日15時には千島列島付近で温帯低気圧となりま

した。

　この台風は東海から関東地方の山沿いで大雨をもたら

し、奥日光（栃木県日光市）の895mmをはじめ、山沿いで

は600mm～800mmの期間降水量となったところがあり

ました。平野部でも静岡市の320㎜をはじめ、東京都千代

田区の160mmなど200mm前後の大雨となったところが

出ました。また、北海道は11日から12日にかけての大雨で

オホーツク海側などの一部で200mmの期間降水量を越

す地域もありました。

　群馬県内では、９月９日から11日にかけての激しい風

雨によって各地で被害が相次ぎ、上信越自動車道では点検

作業中の作業員２名が土砂崩れに巻き込まれ死亡、３名が

負傷しました。さらに、吾妻川流域の嬬恋村では万座川に

流された男性が行方不明に、また万座温泉へ通じる道路が

不通となり、観光客ら780人余りが足止めされました。

旧利根村の文化橋（片品川）の落橋（現：群馬県沼田市）

■台風5号での被害状況

死者 3名

行方不明者 1名

負傷者 3名

床上浸水 11戸

床下浸水 111戸

農業被害 123ha

 （群馬県下）

平成13年（2001） 台風15号
　台風第５号は、９月14日に父島の南海上で発生し、

勢力を増しながら北上、16日４時半ごろに静岡県御

前崎付近に上陸して、関東地方から東北地方を縦断

しました。その結果、群馬県全域は暴風雨となり、各

地は猛威にさらされました。

　この台風で、箱根（神奈川県箱根町）で393mmの期

間降水量を観測、東海から関東地方の山沿いにかけ

ても300から400mmとなりました。また北海道の一

部でも、350mmを記録した広尾（北海道広尾町）など

300mmを超える大雨が降りました。最大瞬間風速は

銚子（千葉県銚子市）では45.7m/sを観測、東海地方か

ら北海道までの太平洋側を中心に30m/sを超えたと

ころがありました。16日には、静岡県石廊崎で8.87ｍ

の有義波高を観測しました。

■台風の進路と天気図

旧利根村の県道橋の流出（現：群馬県沼田市）

■台風5号での被害状況

負傷者  1名 

家屋全壊 1戸 

家屋半壊 2戸 

床上浸水 50戸 

床下浸水 265戸 

 （群馬県下）

平成10年（1998） 台風5号

資料：気象庁 ■台風の進路と天気図 資料：気象庁
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参考文献：「気象庁資料」

参考文献：「気象庁資料」
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